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⑥市民憲章

二＝＝広
報

．わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで賭しあいきまりを守り明るいあびこにします

と
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我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子1858s0471（85）1111
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我孫子駅南口
複合文化施設の名称
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風
間
辰
夫
さ
ん
か
ら
珍
烏

コ
ウ
ブ
イ
ア
イ
サ
の
は
く
製
が
寄
贈

掴
月
陥
日
（
水
）
か
ら
烏
の
博
物
館
で
公
開
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…1
彦
日
本
で
唯
一
の
コ
ウ

ラ
イ
ア
イ
サ
の
標
本

▲
風
間
さ
ん
か
ら
標
本

を
受
け
取
る
大
井
市
長

’

蕊暇
習＠．

詩書等_.nqm!iE
－

菱
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狸
月
４
日
（
金
）
に
、
日
本
に
１

つ
し
か
な
い
、
コ
ウ
ラ
イ
ア
イ
サ

の
は
く
製
標
本
が
、
新
潟
市
の
風

間
辰
夫
さ
ん
（
駒
歳
、
日
本
鳥
類
標

轍
協
会
副
会
長
）
か
ら
、
烏
の
博
物

館
に
寄
蠣
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ウ
ラ
イ
ア
イ
サ
は
、
ガ
ン
カ

モ
科
の
水
鳥
で
、
ロ
シ
ア
と
中
国

東
北
部
国
境
付
近
の
ウ
ス
リ
ー
川

で
繁
殖
す
る
と
い
わ
れ
、
世
界
的

に
も
数
の
少
な
い
珍
ら
し
い
烏
。

こ
の
標
本
は
、
昭
和
唾
年
２
月

に
新
潟
県
内
の
阿
賀
野
川
河
川
敷

で
死
が
い
で
発
見
さ
れ
、
同
氏
が

畷
り
受
け
て
は
く
製
標
本
と
し
た

瞳
。

委
員
会
」
で
慎
重
に
選
考
し
た
結
果
、
市
の
花
「
つ
つ
じ
」
の
英

リ
ア
．
あ
び
こ
」
の
２
つ
の
名
称
を
推
薦
。
こ
の
報
告
を
受
け

し
、
市
民
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
名
称
に
ふ
さ
わ
し
い
「
ア
ゼ
リ
ア

た
。

平
成
７
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
の
、
我
孫
子
駅
南
口
複

「
ア
ゼ
リ
ア
．
あ
び
こ
」
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
広
報
扣
月
１

に
名
称
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
１
１
７
１
点
も
の
応
募
が
あ
り

口
L

渡

瞳淨噂

大井市長から感謝状を
手渡された入賞者のみなさん 施

月
７
日
（
月

も
の
で
、
体
長
約
釦
窄
の
オ
ス
。

背
中
は
黒
く
、
頭
部
は
緑
を
帯

び
た
黒
で
長
い
羽
冠
が
あ
り
ま

す
。
胸
や
腹
は
ピ
ン
ク
が
か
っ

た
白
色
で
、
腹
の
わ
き
に
大
き

な
半
円
斑
が
あ
る
の
が
特
徴
。

標
本
を
手
渡
さ
れ
た
大
井
市

長
は
「
量
重
な
標
本
を
頂
き
、

た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
宝
と
し
て
大
切
に
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
標
本
は
、
狸
月
嘔
日

（
水
）
か
ら
、
同
博
物
館
３
階
、

『
世
界
の
烏
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
一

般
に
公
開
さ
れ
ま
す
。

ｍ
月
１
日
号
の
広
報
で
、
我
孫

子
駅
南
口
複
合
文
化
施
設
の
名
称

を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
ｍ
月
誕
日

の
締
切
日
ま
で
に
１
０
０
０
名
を

超
え
る
方
か
ら
１
１
７
１
点
の
名

称
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

１
１
７
１
点
も
の
応
募
が
あ
り
、

応
募
総
数
は

１
１
７
－
点

広
報
扣
月
１
日
号
で
、

に

授
合
文
化
施
設
の
名
称
が
、

日
号
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

、
こ
の
名
称
を
「
名
称
選
定

語
名
「
ア
ゼ
リ
ア
」
と
「
ア
ゼ

た
大
井
市
長
は
、
市
を
象
徴

．
あ
び
こ
し
に
決
定
し
ま
し

Ｉ
貨
物
線
跡
地
対
策
室
Ｉ

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

応
募
さ
れ
た
名
称
は
、
特
色
ご

と
に
分
類
す
る
と
、
次
の
７
つ
の

タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

⑪
文
化
・
芸
術
会
館
型
（
カ
ル
チ

ャ
ー
ホ
ー
ル
な
ど
）
《
②
位
壷
や

地
域
性
か
ら
考
え
た
も
の
（
ス
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、
レ
イ
ク
ホ
ー

ル
な
ど
）
、
⑧
造
語
型
言
ビ
ア
、

ア
ビ
ネ
ッ
ト
な
ど
）
、
四
英
語
の

頭
文
字
な
ど
の
横
文
字
合
成
型

応
募
さ
れ
た
名
称
は
、
文
化
連

盟
代
表
や
商
工
業
者
代
表
な
ど
、

市
民
代
表
の
方
と
、
市
議
会
、
行

政
の
代
表
で
織
成
さ
れ
る
名
称
選

定
委
員
会
で
慎
重
に
選
考
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
市
の
花
「
つ
つ

じ
」
の
英
語
名
「
ア
ゼ
イ
リ
ア
」
を

使
い
、
読
ん
だ
と
き
の
響
き
が
や

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ル
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
な
ど
）

⑤
建
物
の
形
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の
（
ザ
ウ
ル
ス
ヘ
ド
ラ
ゴ
ン
な

ど
）
、
⑥
市
の
花
、
木
な
ど
か
ら

考
え
た
も
の
（
ア
ゼ
リ
ア
、
菜
の

花
、
け
や
き
な
ど
）
例
そ
の
他

ま
た
、
応
募
さ
れ
た
方
は
、
４

歳
か
ら
配
歳
ま
で
と
広
い
年
代
層

に
わ
た
り
、
市
外
か
ら
の
応
募
も

あ
り
、
み
な
さ
ん
の
関
心
の
高
さ

を
示
し
て
い
ま
し
た
。

「
ア
ゼ
リ
ア
。
あ
び
二
」

に
決
定

賞
式
行
わ

「
ア
ゼ
リ
ア
」
や
「
ア
ゼ
イ
リ
ア
」

な
ど
が
入
っ
た
名
称
は
、
狸
点
あ

り
ま
し
た
。
全
く
同
じ
名
称
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
の
名

称
に
近
似
し
て
い
る
３
点
を
入
賞

と
し
、
残
り
の
９
点
を
佳
作
と
し

ま
し
た
。

入
賞
者
（
応
募
名
称
、
住
所
）
と

佳
作
の
方
（
住
所
）
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◎
入
賞
小
野
山
静
（
ア
ゼ
イ
リ
ア
我
孫

子
、
台
田
）
、
澤
部
裕
子
（
ア
ザ

レ
ア
我
孫
子
、
つ
く
し
野
）
、
管

け
い
ぜ
い

蚤
浄
（
あ
ぜ
り
あ
す
ぐ
え
あ

あ
ぴ
こ
、
若
松
）

◎
佳
作
高
間
吉
子
（
つ
く
し
野
）
、
矢
野

真
理
枝
（
柴
崎
）
、
東
和
子
（
若
松
）
、

谷
次
佑
介
（
本
町
）
、
大
勢
あ
や

（
白
山
）
、
根
本
喜
美
子
（
根
戸
）
、

宮
崎
陽
子
（
白
山
）
、
山
内
順
子

（
白
山
）
、
大
勢
美
智
子
（
白
山
）

授
賞
式
は
璽
月
７
日
（
月
）
、
市

役
所
で
行
わ
れ
、
入
賞
し
た
３
人

に
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
大
井
市

長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

佳
作
の
方
々
に
は
記
念
品
、
そ
の

他
応
募
い
た
だ
い
た
全
員
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
が
、
そ

れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

さ
し
い
、
「
ア
ゼ
リ
ア
」
と
「
ア
ゼ

リ
ア
。
あ
び
こ
」
の
２
つ
を
推
薦
。

こ
の
報
告
を
受
け
て
、
大
井
市

長
は
、
本
市
を
象
徴
し
、
市
民
の

シ
ン
ボ
ル
的
名
称
に
ふ
さ
わ
し
い

と
し
て
「
ア
ゼ
リ
ア
。
あ
び
こ
」
に

決
定
し
ま
し
た
。

る入
賞
者
は
３
名 るこ

の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

▼新春マラソン大会種目

ら
酉大ソソ

ー
フ

軋
轤
診
糊
窪
潮

集募者
い
て
は
、
騒
言
塁
審
を

新
篭
※
フ
ァ
ｉ
窪

Ⅱｊ参

親
１
人
と
子
供
（
小
学
校
１
～

４
年
生
）
１
人
で
１
組

▼
日
時
平
成
５
年
１
月
”
日
▼
参
加
黄
一
般
・
壮
年
５
０

（
且
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
０
円
、
小
・
中
学
生
お
よ
び
フ

受
付
午
前
８
時
釦
分
か
ら
９
ア
ミ
リ
ー
（
１
組
）
１
０
０
円

時
、
分
、
開
会
式
午
前
９
時
▼
申
込
方
法
所
定
の
申
込
用

加
分
、
閉
会
式
午
前
ｎ
時
印
紙
（
教
育
委
員
会
体
育
課
、
市

分
民
体
育
館
、
市
役
所
市
民
相
談

▼
受
付
場
所
湖
北
台
中
学
校
係
、
各
支
所
に
用
意
）
に
必
要

▼
種
目
・
ス
タ
ー
ト
時
間
（
左
事
項
を
記
入
し
、
平
成
５
年
１

表
参
照
）
月
６
日
（
水
、
必
藩
）
ま
で
に
参

▼
出
場
制
限
１
人
１
種
目
、
加
費
を
添
え
て
教
育
委
員
会
体

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
を
除
く
）
育
課
、
市
民
体
育
館
、
市
役
所

▼
出
場
賓
格
＊
完
走
で
き
る
市
民
相
談
係
、
各
支
所
へ

能
力
を
有
す
る
人
二
般
の
部
▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

は
、
冬
。
を
１
時
間
以
内
に
完
走
体
育
課
壷
（
配
）
１
１
５
１

No.種目距離(km)急鳥硫’
15年生男子の部1．510：00

26年生男子の部1510：10

3ファミリーの部1．59：50

4中学生男子(1年)の部3010：40

5中学生男子の部3．010：55

6一般(高校生含む)男子の部10．0

7一般(高校生含む)男子の部5．010：50

，8壮年(40歳以上）男子の部50

95年生女子の部1．510：20

106年生女子の部1．510：30

11中学生女子の部3．010：40

12一般(高校生含む)女子の部’001

1131一般(高校生含む)女子の部|5.0110:50
141壮年(40歳以上）好の部’5．01

10：50

’

10：50

〆

下 総基地 米軍機使用 鮠 対反対の
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４

卜

寺
Ｊ

１

I
か
ら
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
柏
保
健
所
壱

（
師
）
１
２
５
５

．
手
賀
沼
親
水
広
場

年
末
は
狸
月
奉
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
手
蛍
沼
親
水
広

場
垂
（
堅
）
０
５
５
５

コ
柏
保
健
所
の
業
務
案
内

施
饅
’

ノ

一

蒜~空
2 戸

3～5戸

6戸以上

1．8m未満

10％

30％

50％

|､8m以上

3.6m以下

30％

50％

75％

3.6mを越
えるもの

50％

75％

公道に
準ずる

月日

'2．30

㈱

'2．31

㈱

1．1

㈲

1．2

出

1．3

(日）

病院名

アビコ外科

整形外科病院

我孫子

聖仁会病院

我孫子

東邦病院

平和台病院

我孫子

つくし野病院

診療科目

外科

整形外科

内科・外科

整形外科

麻酔科

内科

外科

内』

外祁

内科

外科

住所・電話

我孫子264

(84)7321

湖北台4-6-1

(88)3111

我孫子1851-1

(82)8166

布佐2195

(89)1111

つくし野131-1

(84)2211

業務内容

一般健康相談

水質検査

腸内細菌検査

不要犬引取

年末

12月16日㈱まで

12月17日附まで

12月24日附まで

12月24日㈱まで

年始

1月13日㈱から

1月7日嗣から

1月7日附から

1月7日附から

不
要
犬
・
猫
の

取
り
扱
い

や
む
を
得
ず
飼
え
な
く
な

つ
た
犬
・
猫
は
引
き
取
っ
て

い
ま
す
。
年
始
の
補
狸
、
引

き
取
り
業
務
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
不
要
犬
・
猫
引
き
取
り

▼
市
役
所
本
館
守
衛
室

１
月
７
日
か
ら
（
毎
週
木
剛

日
、
午
前
中
の
み
）

▼
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

１
月
４
日
か
ら
（
沼
南
町
壷

（
虹
）
０
０
５
０
）

◎
犬
の
捕
獲

１
月
５
日
か
ら
（
柏
保
健
所

垂
（
師
）
１
２
５
５
）
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テレホソガイ解コー峠表
園別時間受け付け､年中無休a

321市民図誓館
322移動図書館

323中央公民館

324湖北地区公民館
325鳥の博物館

326県立手褒沼親水広場

〔手続き〕

◎住民登録

401我孫子市に引っ越してきたら（転入届）
402市外へ引っ越すときは（転出届）
403市内で引っ越すときは（転居届）
404住民票の請求
◎戸籍

411出生届

412婚姻届

413離婚届（協識離婚）
414死亡届

415戸籍謄本などの識求
◎印鑑蜑録

421印鑑登録

422印鑑登録証明響の減求
◎国民年金

431加入しなければならない方
432会社などに就職したら
433会社などを退職したら

434年金を受ける手続き
◎国民健康保険

451加入する手続き
452社会保険などに加入したら
◎医療制度

46170歳からの老人医療

462はり、きゅう、あんま等施設利用の助成

◎市税

471納税証明書の請求

472所得証明書、課税証明書、非課税蔵E明書
の請求

◎原動機付自転車(125cc未満）

481原動機付自転車(125cc未満）の登録
482原動機付自転車(125cc未満）の廃車

〔福祉〕

◎児童と母子

601児童手当
602児童扶韮手当

◎高齢者福祉

611ねたきり老人等福祉手当の支給
612ねたきり老人訪問歯科診療
613ホームヘルノぐ－の派遮

614在宅高齢者デイ・サービス事業
615移動入浴車の派進

616緊急通報システム

617老人ホームへの入所
◎障害福祉

631福祉手当の支給

632特別児童扶養手当の支給
633福祉タクシー

〔教育〕

◎保育園と小。中学校

701保育園の入園手続き
702小・中学校を転校するとき

〔市民②声〕

020市へのご意見やご要望などをお話しした
いとき

〔いざというときQために〕

◎急病になったら

1:01夜間に病氣になったら

102日暇日、休日の昼間に病気になったら
103日曜日、休日に歯が痛んだら
◎災害の時は

111災害などの緊急情報

〔目鴬生遥ガイr]

◎ゴミと麦源の出し方

201ゴミの正しい出し方、分け方

202黄源の正しい出し方、分け方
◎し尿と浄化槽

211し尿くみ取りの申購

212浄化槽の設置
◎水道

221給水の再開始、中止などの届け出
222宅内の漏水を見つけたら

223道路上の漏水を見つけたら
224水道料金の支払い

◎市民相談

231住民活動災害補償保険

馳設ガ劃fド〕

｜◎市役所。近隣センター
301市役所

’302近隣センター
’303市民センター

’304保侭2センター

,◎瀞壼皇駕館
｜◎文化。社会教育施設

『
L

’’

あびこしテレホンガイド「声の便利I賑」は、

行政サービスの向上と、より効果的な広報広聴

活動を進めるため導入するもので、平成5年1

月1日からサービスを開始します。

このシステムは、市役所への届け出や手続き

の方法などを、いつでも電話で開くことがで､き

るほか、市政に対するご意見やご要望をお受け

するものです。

平日はもちろん日蝿日や祝日でも、24時間、

年中無休でご利用いただける“音声情報案内シ

ステム"です。どうぞ､お気i怪にご利用ください。

今回の案内項目は、日曜・夜間当番医のお知

らせや戸鋳、住民記録事務、福祉など日常生活

に密着した情報となっております。

今後、すべての案内項目が整い次第、広報で

再度お知らせするとともに、情報名（コード表）

やご利用方法を掲載した保存版のﾉ寺ンフレット

を配付●します。

し問い合わせ広報広聴肩果

コード表で･お聞きになりたい情報のコード番号

(情報名の頭にある3桁）を確認する。

85局5000番に電話をかける。

市政へのご意見やご要望を伝えた

い方は、コード番号“020”を押す

かダイヤルしてください。電話が

つながると案内が流れますので、

案内にした力ざって住所、氏名、電

話番号、メッセージなどをお話し

ください。なお、録音は90秒以内

となっていますので簡潔・明瞭に

お願いします。

電蹄がつな力ざると案内が流れます。お聞きになり

たい‘購報のコード番号を押すかダイヤルしてくだ

さい。コード番号が分からない方は、案内にした

がって番号を押すかダイヤルしていくことにより、

お聞きになりたい備報力電1潅認できます。

お剛きになりたい情報の案内や説明力ざ流れます。

注 意 事項
①ダイヤル式の公衆電話などご利用になれ

ない電話機もありますので、ご了承くだ

さい。また、電話機によってはかかりに

くい場合力雰ありますので、番号はゆっく

りと確実に押すかダイヤルしてください。

②情報内容の変更やデータ処理などのため、
サービスを一時的に停止する場合があり

ます。

③現在のテレホンサービス「日蝿当番医．

1週間の行事壷85-1313」と「夜間救急

病院当番垂87-1141」は、平成5年3月

31日まで並行してサービスを行います力笥、

4月1日からは停止します。それ以降は、
テレホンガイド（85局5000番）をご利用

ください。

録音を終了する時やメッセージの

確認、やり直し、取り消しなどを

する場合は、案内にしたがって番

号を押すかダイヤルしてください。

ご利用を終了する時はそのまま電話をお切りくだ

さい。続けてお聞きになりたい方は、案内にした

がって番号を押すかダイヤルしてください。1回

の通話で5項目まで聞くことができます。
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市の組織と各課の主な仕事の
内容及び配置、主な庁舎の位置
をお知らせします。市へのお問
い合わせやご来庁の際の参考に
してください。

都市計画、土地利用計画、国土利用計画法
に基づく土地売買等の届出にI剥すること
開発行為の事前協識・指導等、建築確認申

諭の受付及び許可に関すること

公園の整備、緑地・樹木の保全等に関する
こと

土地区画整理率業について権利者との連絡

調整、計画・設計・工率、再開発班業に関
すること

我孫子駅前、我孫子駅北口都市改造事業、

改造事業に伴う土地の評価と権利湖整・物

件の補俄、我孫子駅前、我孫子駅北口土地
区画整理事業にI測すること

金銭出納に関すること

水運用及び経営の総合統制、指定工率店、

水道料金、水道メーターの指針と使用水逓

の点検に閏すること

配水管・施設の維持管理、拡張工事、漏水

事故の処理に閏すること

消防事務､火災･救急時の通信に関すること

火災の予防、防火管理、危険物の規制に閏
すること

消防団、水防、雑草の除去にI對すること

消火、災害救助、救急活動に関すること
〃 〃

会識録その他『義率録の調整、繊会に閏する

蛮料収集、識案の鯛整と審査に閏すること

監査・検査・審査・調査に関すること

選挙人名簿の調整・投票区の設定など選挙
に関すること

挫地等の交換分合及び農地率傭の改善、小

作契約及び標準小作料、農業振興対策・災

害対策等に関すること

市長と助役の秘啓、搬会との連絡、儀式及

び表彰にl濁すること

－都市計画課

一一建築振導課

一一公園緑地課

一区画整理課

１
１

廿
０
１ 室秘

◆

市政の総合企画と鯛整、事務事業の進行管

理に関すること

旧貨物線跡地施設建設に関すること、北口

大型店舗内公共施設建設に関すること

広報、市政見学、市長への手紙、陳情、摘

願、市民相談に関すること

住民紅騰哉(まちづくり協議会)の育成、自治

会関係、住居表示に関すること

予算及び決算、財政計画の策定と財政状況
の公表に関すること

市民税・県民税・税務諸証明の発行、家屋

・土地の調査と評価に関すること

市税の収納整理、納税証明、納税貯蓄組合

に関すること

職員の人事管理、職員の給与及び旅讃の支
給に関すること

事務改善、紅勝泌機鱗、嗽員の研修、OA化

に関すること

文書、統計、傭報公開制度の鯛査及び研究

に関すること

公有財産の管理及び工事等の入札、契約等

に関すること

工事の検査に関すること

戸織、各種証明の作成交付、印鑑登録、妊

娠届の受付及び母子手帳の交付に関するこ

と

国民健康保険、国民年金に関すること

消費生活に関する相談・苦情の処理、交通

安全・防犯・防災に関すること

母子保健、伝染病・狂犬病．成人病．結核

の予防、保健センターに関すること

生活保謹、災害救助、民生委員．献血．共

同募金、市営住宅の入退居に関すること、

福祉計画に関すること

高齢ｲﾋ社会対策及び老人福祉に閏すること

身体障害者、，じ､身障害者、精神薄弱者等に

関すること

児童手当、母子家庭、児童遊園．遊び場、

保育園に関すること

商工業の振興、中小企業への融麦、観光、

市内物産の紹介及び育成に関すること

農業の総合計画及び農業の振興、農作物病

虫害鳥獣被害、農業の災害対策事業に閏す
ること

環境保全計画、手賀沼などの河ﾉ11の保全、

公害対策、鳥獣保謹及び狩猟に関すること

廃棄物処理、麦源回収、し尿・汚泥の収集

と処理に関すること

市有建築物の設計、監督、営繕指導に関す
ること

道路整備、市道の鞭業認可と設計、街路灯

の維持管理、道路の境界査定、都市計画道

路に関すること

公共下水道の計画及び調整、水洗化の普及、

流域下水道に関すること

幹線排水路の整備、準用河川に関すること

ザ 都 市部

－都市改造課
企画財政部

会計一諜

匡:罵：水道局

ご撒消防

匡鰐：勝篁

事課

務改善課

・書課

財課｜

’

総務部

事検査室

民課

g麹会事務局

｢” 藍杏委員事務局

選挙管理委員会事務局

命屋部鴎堂菫繍 農業委員会事務局
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ー 健康管理課

一厚生課

教育委員会事務局

一総務課学校その他教育施設の整備、教育にI期する

調査統計にl對すること

教育総務部一学校教育課通学区域の設定、児童生徒の就学・転学・
退学、学校保健・給食・学校医、幼児教育

に関すること

－指導課教育方針の立案設定、学校教育の指導援助

教轍員の研修、特殊教育の指導助言に関す

ること

－→社会教育課社会教育の総合計画設定、文化財保謹、青

少年の指導・教育、成人教育に関すること

』一市史編さん室市史の編さんに関すること

－一体育課社会体育・レクリエーション、学校体育の

振興、スポーツ施設の奨励に関すること

社会教育部一図醤館図書の貸し出し及び市民図書館の企画及び
鯛査研究、移動図書館に閏すること

－公民館公民館蕊業に係る調査研究、生涯学習及び
情報提供、各種学級及び鱗座の実施に関す

ること

－鳥の博物館博物館の施設の管理、運営計画作成、資料

の収集・保管及び調査研究に関すること

都市建設公社一庶務課・事業課市その他公共的団体の設遥施設の管理委託

市民余暇活動推進に蚕する事業にI卿するこ
と

土地開発公社一庶務課・事業課公共用地・共用地等の取得、管理処分等に

l測すること

匿欝＃
福祉部

ぽｪ鯛経済褒境部

瞳篝蔓臺：
|蕃談豊繼雪
｜一道路課
部｜

ロ鯛

’

’
建設

至取手

_八L
’

k社
公社

9

’’
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市御所の組織事

A(市役所本館）

燕
2

1階

玄
関

地下

C(東別館）1階2階

B(西別 館）

一
監査委貝事務局
選挙管理委員会

商工観光牒
凍境保全螺
農業委貝会

土地開

一

D(水道局｡教育委員会）

ユ

I■■ ■■■■■■

■■日｡』■, 県
道
船Ｉ

｜Ⅱ■！■IH1

㈱郵

橋
我
孫
子
線》
１

4階

3階

2階

1階

4階

3階

主な庁舎の位置図

←我孫子 ↓今
ロ
ー

王
、
天

一一
‐
線

‐
田

一
二
一
成

一
元



第843号
(5) あび

一
》1992．12．16

〃

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

「
な
ぜ
こ
う
な
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
く
せ
を
つ
け
る
こ

と
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
み
ん

な
お
か
し
く
見
え
て
く
る
。
そ
こ

で
、
便
利
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
を
勉
強
す
る
ん
で
す
」

と
何
か
に
つ
け
て
疑
問
を
持
つ
こ

と
が
発
明
に
つ
な
が
る
と
話
す
。

今
ま
で
に
蛎
件
の
特
許
を
受
け
、

そ
の
う
ち
如
件
が
会
社
関
係
の
も

の
だ
。
中
で
も
、
艇
業
用
の
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
の
生
地
の
幅
を
広
げ
る

装
議
は
、
海
外
の
提
携
先
か
ら
視

察
に
訪
れ
る
ほ
ど
注
目
さ
れ
た
。

機
械
い
じ
り
は
、
子
供
の
頃
か

ら
好
き
だ
っ
た
と
い
う
、
戦
後
、

ま
も
な
く
、
短
波
放
送
が
聞
き
た

く
て
、
給
料
の
ほ
と
ん
ど
を
つ
ぎ

を
剛
常
に
ア
イ
デ
ア
人
生

烏の博物館で第3回烏凧教室を開催

鳥
の
博
物
館
で
は
、
毎
年
好
評
習
。
鳥
が
空
を
飛
ぶ
姿
で
あ
る
飛

の
「
鳥
凧
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
翔
型
を
、
ビ
ニ
ー
ル
布
で
型
ど
つ

冬
休
み
前
の
休
日
を
利
用
し
て
、
て
良
く
飛
ぶ
凧
作
り
に
挑
戦
し
ま

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鳥
凧
を
作
っ
て
み
す
。
今
年
は
、
よ
り
リ
ア
ル
な
鳥

ま
せ
ん
か
。
テ
ー
マ
は
、
今
年
も
の
形
を
し
た
凧
を
作
成
し
ま
す
。

「
鳥
肌
を
作
っ
て
大
空
に
飛
ば
し
な
お
、
来
年
か
ら
は
内
容
を
変

て
み
よ
う
」
で
す
。
更
し
て
、
鳥
に
関
す
る
教
室
を
行

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
う
予
定
で
す
。

今
回
で
最
後
と
な
る
こ
の
教
室
▼
日
時
哩
月
詣
日
（
祝
）
正
午
か

で
は
、
鳥
凧
の
製
作
を
と
お
し
て
、
ｌ
ら
午
後
４
時
釦
分
（
受
付
は
午
前

鳥
が
飛
ぶ
動
物
で
あ
る
こ
と
を
学
皿
時
か
ら
）

込
ん
で
、
真
空
管
な
ど
ラ
ジ
オ
の

材
料
を
買
っ
て
し
ま
い
、
奥
さ
ん

に
怒
ら
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
。
そ
の
ラ
ジ
オ
も
完
成
し
た
が

音
が
出
ず
、
部
品
を
再
購
入
す
る

に
は
費
用
が
高
過
ぎ
、
悔
し
い
思

い
を
し
た
が
、
そ
の
後
、
一
念
発

起
し
、
直
し
て
し
ま
っ
た
。

▽

「
放
送
が
聞
こ
え
た
時
は
、
も

の
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
ね
、
そ

の
こ
ろ
は
九
州
に
い
た
ん
で
す
が
、

北
海
道
や
外
国
の
放
送
が
聞
け
る

ん
で
す
か
ら
。
そ
の
後
は
、
真
空

管
を
使
っ
た
テ
レ
ビ
を
作
っ
た
り
『

近
所
の
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
を
直
し

た
り
し
て
へ
よ
ろ
こ
ば
れ
ま
し
た
」

▼
場
所
鳥
の
博
物
館

▼
参
加
蟹
２
０
０
円

（
材
料
代
）

▼
定
員
小
・
中
学
生

先
着
知
名

▼
講
師
佐
藤
青
男
氏

（
日
本
の
凧
の
会
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
電
話
で
烏
の
博

物
館
壷
（
配
）
２
２
１

２
へ

真
剣
に
鳥
凧
を
作
る
昨

年
の
参
加
者

数多くの特許をもつ発明家

こみやしようはち

小宮庄八＝ん
(つくし野）

手
爽
沼
の
汚
れ
の
原
因
の
約
８

割
が
生
活
排
水
で
す
。
な
か
で
も

汚
れ
の
度
合
が
強
い
も
の
は
食
用

油
で
す
。
天
ぷ
ら
、
フ
ラ
イ
な
ど

食
用
油
を
多
量
に
使
う
調
理
で
は

廃
油
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か

が
問
題
で
す
。

と
当
時
を
ふ
り
返
る
。
こ
の
頃

か
ら
、
常
に
疑
問
を
持
ち
、
そ

の
解
消
に
向
け
て
の
勉
強
、
何

で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
糖

神
が
生
き
て
い
る
。

「
今
は
、
物
が
あ
ふ
れ
す
ぎ

て
み
ん
な
工
夫
す
る
こ
と
を
し

な
い
し
、
物
を
大
事
に
し
な
い
」

、
〆
』
・
画
）
◎

趣
味
は
絵
画
。
描
く
絵
の
中

に
も
紙
・
布
・
砂
・
皮
革
を
貼

り
つ
け
た
り
へ
表
現
の
仕
方
を

工
夫
し
た
り
と
ア
イ
デ
ア
が
。

「
人
の
意
表
を
つ
く
こ
と
も

発
明
に
つ
な
が
る
ん
で
す
よ
」

と
、
常
に
ア
イ
デ
ア
人
生
だ
。

今
、
環
境
問
題
に
も
取
り
組

む
。
汚
歳
。

壜
用
油
田

細し百
、
ｂ
二

上
手
浴
懐
、
后

少
″
１
９
、
、
、に

一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

食
用
油
は
揚
げ
物
に
何
度
も
使

う
と
油
の
色
が
渡
く
な
り
、
匂
い

が
つ
き
ま
す
が
、
揚
げ
物
の
風
味

に
は
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
手

に
差
し
油
を
す
れ
ば
、
繰
り
返
し

使
え
ま
す
。

油
は
空
気
、
熱
、
光
、
金
属
イ

オ
ン
、
水
分
、
食
肉
の
血

な
ど
で
酸
化
が
進
み
ま
す
。

一
難

②
な
べ
は
厚
手
の
も
の
を

温
度
の
変
動
を
避
け
る
た
め
、

保
温
力
の
よ
い
厚
手
の
な
べ
を
使

い
ま
し
ょ
う
。
口
径
の
小
さ
い
深

い
も
の
の
方
が
油
の
使
用
量
も
、

Ｍ
１

0

6

温
度
変
化
も
、
酸
化
も
少
な
く
て

す
み
ま
す
。

③
差
し
油
は
油
の
傷
み
具
合
で

油
の
傷
み
具
合
が
ひ
ど
い
と
、

少
し
ぐ
ら
い
新
し
い
油
を
足
し
て

も
酸
化
は
抑
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
揚
げ
る
順
序

般
初
に
油
の
汚
れ
に
く
い
野
菜

類
を
。
魚
は
ど
う
し
て
も
匂
い
が

つ
く
の
で
展
後
に
し
ま
し
ょ
う
。

揚
げ
カ
ス
は
こ
ま
め
に
取
り
ま

し
ょ
う
。

⑤
保
存
は
冷
暗
所
で

揚
げ
た
後
は
、
空
気
と
の
接
触

を
な
る
べ
く
き
け
、
き
れ
い
に
こ

し
て
油
こ
し
器
か
、
冷
め
た
後
に

挫
色
ピ
ン
に
詰
め
て
冷
暗
所
で
保

存
し
ま
し
ょ
う
。

油
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
注

意
し
て
、
使
い
切
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
も
し
、
処
分
し
た

い
と
き
は
、
市
の
指
定
し
た
日
に

廃
食
油
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
役
立
て
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品

を
種
極
的
に
使
う
こ
と
も
環
境
保

謹
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

十
一
月
下
旬
の
雑
木
林
に
、
赤

い
果
実
を
付
け
た
ガ
マ
ズ
ミ
が
あ

っ
た
。

ぴこあ／一● ●一、

１
Ｊ

し
ぶ
■凸

唖

血４

世一一

何
か
と
慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
は
、

い
ろ
い
ろ
な
事
件
や
事
故
が
多
発

す
る
と
き
で
す
。
空
き
巣
、
ス
リ
、

ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
ほ
か
、
次
の

こ
と
に
も
心
掛
け
、
被
害
に
あ
わ

な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意

・
不
用
意
に
ド
ア
を
開
け
な
い

・
不
必
要
な
商
品
は
溌
初
か
ら

き
然
と
し
た
態
度
で
断
る

◎
バ
イ
ク
。
自
転
車
は
防
犯
登
録

葉
は
赤
く
色
付
い
て
い
た
が
、

中
に
は
葉
を
す
っ
か
り
落
し
て
、

赤
い
果
実
だ
け
を
残
し
た
枝
も
あ

っ
た
。

赤
く
熟
れ
た
果
実
を
口
に
す
る

と
、
甘
酸
っ
ぱ
い
汁
が
流
れ
て
、

後
に
種
子
だ
け
が
残
っ
た
。

花
期
は
五
～
六
月
で
、
白
色
の

小
花
を
沢
山
付
け
た
花
房
が
一
斉

に
咲
き
出
す
と
、
雪
で
も
降
り
た

Ｉ特別警戒取り締り

交通事故防止運動 ガマズミ ，

(すいかずら科）12月10日から来年1月10日まで実施

県
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、

ｎ
月
四
日
現
在
４
６
８
人
で
増
加

の
一
途
で
す
。
我
孫
子
署
管
内
で

も
死
者
数
は
７
人
で
、
昨
年
に
比

べ
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
事
故

発
生
件
数
、
負
傷
者
数
は
上
回
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
年
末
を
迎
え
、
飲
酒

す
る
機
会
も
多
く
、
ま
た
気
ぜ
わ

し
さ
も
加
わ
り
毎
年
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
一
瞬
に
し
て
尊
い

命
を
奪
い
、
平
和
な
家
庭
を
壊
さ

な
い
た
め
に
も
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

園
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
・

我
孫
子
警
察
署

Ｊ
三

か
と
見
ま
ど
う
ば
か
り
の
光
景
一

と
な
る
。
ま
た
、
一
つ
一
つ
の

花
の
雄
し
べ
は
花
び
ら
よ
り
突

き
出
て
い
る
の
で
、
花
房
が
泡

立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
面

白
い
。ガ
マ
ズ
ミ
の
果
実
は
、
地
方

に
よ
り
波
物
の
色
づ
け
に
用
い

ら
れ
る
。

ま
た
、
焼
酎
に
澱
け
る
と
、

良
質
の
果
実
酒
を
つ
く
る
こ
と

も
で
き
る
。

ガ
マ
ズ
ミ
の
語
源
は
は
っ
き

り
し
な
い
が
、
「
ス
ミ
」
は
「
染
」

て
ん
か

の
転
誰
で
、
昔
、
こ
の
果
実
で

衣
類
を
す
り
染
め
し
た
こ
と
と

関
係
が
あ
る
ら
し
い
。

「
乗
り
出
し
て
が
ま
ず
み
手

折
る
友
支
ふ
」

加
藤
た
か
ね

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）Ｉ

を。
バ
イ
ク
は
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク

を
、
自
転
車
は
鍵
を
か
け
、

放
謹
し
な
い
。
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
自
転

車
は
販
売
店
で
防
犯
登
録
を
。

（
７
年
間
有
効
５
０
０
円
）

交
通
事
故
防
止
を’

１
Ｊ
■
■
■

１
１
一

みんなの公園
大切に

公
園
は
、
街
の
中
の
貴
重
な
緑
り
、
壊
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

地
帯
と
し
て
、
ま
た
生
活
に
潤
い
み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
り
、

と
憩
い
を
与
え
る
場
、
自
然
と
の
き
れ
い
な
気
持
ち
良
い
公
園
に

ふ
れ
あ
い
の
場
、
さ
ま
ざ
ま
な
し
し
ま
し
ょ
う
。

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
な
ど
。
ゴ
ミ
は
散
ら
か
さ
ず
ゴ
ミ
箱

み
な
さ
ん
の
生
活
の
中
に
な
く
て
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
・
家
庭
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
は
や

し
か
し
、
中
に
は
心
な
い
行
為
め
ま
し
よ
う
。

で
、
み
ん
な
の
公
園
が
汚
さ
れ
た
。
ト
イ
レ
、
あ
ず
ま
屋
へ
の
落

書
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

嘘
。
公
園
内
で
の
ゴ
ル
フ
は
や
め

い
ま
し
よ
う
。

癖
・
犬
・
猫
の
フ
ン
の
後
始
末
は

な
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
し
ま

鋤
し
よ
う
。

鮭
・
砂
場
遊
び
の
あ
と
は
手
を
洗

銅
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課
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特別養護老人ホーム
r久遠苑』言護婦

いとうみな
矛
」

伊藤美奈子ち
I

市議会定例会日程 炉資格看護婦または准看護婦

（パートの方も相談に応じます）

し勤務夜勤を除く

し給与法人規定に準じます

歩問い合わせ電話で特別養護老

人ホーム｢久遠苑」壷(87)3141へ

平成5年1月1日から戸籍手数

料令の一部改正により、戸籍謄本

等の交付手数料が下表のように改

定されます。（市民課）

▼戸籍手数料改定内容

(船戸･1歳11か
ｊ

ｌ

‐

１

１

１

１

’

１

１

１

且

０

０

Ⅱ

４

Ⅱ

凸

■

■

■

■

■

■

■

。

■

■

■

■

■ 平成4年度第4回市議会定例会

は、12月8日(火)に開会されまし

た。

12月16日(水)以降の日程をお知

らせします。

◎12月16日（水）市政に対する一

般質問

◎12月17日（木）総務企画常任委

員会、環境経済常任委員会

◎12月18日（金）文教民生常任委

員会、都市建設常任委員会

◎12月21日（月）議会運営委員会、

委員長報告、討論、採決、閉会

惨問い合わせ議会事務局

■
１
１
４
Ⅱ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
１
１
■
■
’
’
１

改ri額

(現行）』 －亀．

すぐり

俊理〈ん
中峠･1歳3か月）

I

i『 門松カー|<は、12月20日から25

日の間に新聞折り込みで各家庭に

配布します。なお、市民課窓口、

各支所、行政連絡所にも用意して

いますのでご利用ください。

シ問い合わせ公園緑地課

’
平成5年1月1日から登記簿の

謄本・抄本、登記事項証明書等の

交付手数料が600円から800円に、

また、登記簿の閲覧等の手数料も

300円から400円に改定されます。

なお、詳しくはお近くの登記所

まだは干葉地方法務局登記部門壷

043(247)9444へお問い合わせくだ

さい。

I
修練習日平成5年1月16日から

3月20日までの毎週土曜日午後1

時30分から4時30分(計10回）

世場所手賀沼親水広場水の館研

修室

修練習内容オペレッタと合唱

医定員大人15名、小人30名(小・

中学生)、いずれも先着順

惨申し込み．問い合わせ電話で

手賀沼親水広場壷(84)0555へ

’
伝日時12月18日(金)午前9時30

分から午後3時30分（正午から午

後1時まで休憩）

し場所保健センター

し問い合わせ厚生課

｜日回国回’ ’
’

医曰時12月19日(土)午後1時か

ら4時（無料）

し場所船橋中央公民館

’対応者弁護士、社会保険労務

士、医療ケースワーカーなど

シ問い合わせ千葉中央法律事務

所冠043(225)4567へ

⑬⑤⑨③園
○社会福祉事業基金|こと県立湖北

高等学校保護者会様から3万6743

円、中野孝人様(中峠)から3万円

の寄付がありましだ。

▽社会福祉協議会にと日秀市営・

県営住宅の皆様から1万円、渡辺

和知様(湖北台)からテレビの寄贈

がありました。

し曰時平成5年1月13日(水)午

前10時30分から午後2時30分

し場所東葛飾合同庁舎(松戸市）

惨内容手話の講演、実技指導等

し定員先着100名(昼食は主催者

が用意します)、受講無料

ら対象一般県民、ボランティア

歩申し込み・問い合わせ電話で

平成5年1月7日(木)までに東葛

飾支庁社会福祉課容0473(61)2114

へ

▲

削

1⑥水

17木

18金

19r

Z⑪e

鍵
12
月
’｛

登

匿
壷
麗
言
〆
屋
悪
蓮

県内在住の幼稚園児以上のみな

さん、牛乳の紙容器を利用した

rはり絵」コンテストに応募して

みませんか。詳しくは千葉県酪農

躍業協同組合連合会「はり絵」コ

ンテスト係壷043(243)1311へ

霧
I

◎赤十字救急法

し日時平成5年1月19日(火)か

ら22日(金)午前8時30分から午後

4時80分(4日間出席できる万）

し定員30名(先着順）

し震用1000円(教材費）

◎赤十字家庭看護法

候曰時平成5年1月26日(火)か

ら28日(木)午前10時から午後4時

(3日間出席できる方）

し定員20名(先着順）

し愛用100円(テキスト代）

画場所いずれも成田赤十字病院

園申し込み・問い合わせいずれ

もハガキに住所、氏名、生年月日、

電話番号、職業、r救急法諺習会」

r家庭看護法受講希望｣を明記し、

〒286成田市飯田町90－1成田赤

十字病羅0476(22)2311へ
’

鞍

鴬
’監

一
一

戸籍手数 改定

種類

戸籍の謄本または

抄本(1通）

除籍の謄本または

抄本(1通）

戸籍の記載事項証

明(証明事項1件）

除籍の記載事項証

明(証明事項1件）

届出書の受理等の

証明書(1通）

令5号ただし書の

証明書(1通）

届出雪等の

(書類1件）

閲覧

400円

(300）

700円

．（500）

300円

(200）

400円

(300）

300円

(200）

1,300円

(1,000）

300円

(200）

門松カード配布

平成4年12月1日現在＊世帯数40,479世帯

人口122,757人男61,582人女61,175人
０

１

１

７

１

１

・
１

１

－
弱
９
－

４
０
１
０
５

８
３
１
９
８

錘
深
部
鯏
識

霊
塞
郵
醒
造

図
台
分
図
改

濯
鋤
確
識
諏

●
●

例
例
記
佃
配

１
８
８
１
３

１
８
０
２
２

一
一
一
一
一

５
４
８
８
９

８
８
８
８
８

庁
所
所
所
所

》
》
悸
檸
崖

転
や
恥
恥
恥
●教育委員会85-1151●身体障害者福祉センター88-0141
●水道局84－0111●あらき園88-4188
⑧肖防暑84-0119●つつじ荘88-0123
●少年センター84－1900●西部福祉センター85-5818
●保健センター87-1131●生活環境課(浄化槽)87-2379
●市民会館84-3311（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●公民館中央82-0515●遍憐センター布佐南89-3740
湖北地区88-4433天王台北82-9988根戸83-5363

●鳥の博物館85-2212●市民センター寿83-7722湖北
●市民体育館87－1155台88-9927布佐89-1193

登記簿謄・抄本等の
登記手数料が改定

童謡ｺﾝｻー ﾄ参加者

献血にご協力を

星空の音楽会 労災職業病なんでも
無料相談会

我孫子地区市民まつり

ボランティア入門養成講座生
（1日手話入門教室）

日曜当
一

3(8
お面作り教室

ｽｷー 講習会･棚Iﾃｽﾄ

Z3⑳

24木

25金

2⑰土

Z7e

28月

29火

詞⑪水

ろ1木

〃休日当番医＝テレホンサービス
〃休日烈急歯科診厨日=休日凱急
ら･市民図書館・西部福祉セ

歯科診銅
ンター．
(而民錨内)9:冊~11:30
つつじ荘休館

－
１
１
１
１
Ｊ

‘夛嬬の博物館休館

画･水道料金納入期限＝預金口座振替日

画固定資産税・都市計画税納入期限

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番房＝テレホンサービス
画休日瑚急歯科診凝日=休日就急歯科診緬(市民会郡)9:00~11:30
－市民図書館休館

1

1

’
－市民画獲館休館

'言つつじ荘・市民体育館休館

童西部福祉センター・鴫の博物館休館

壷休日蝿歯科診圃日=休日鱸歯科診緬(而酷館内)9:Ⅱ~11;30
画市民図書館・市民体育館・鳥の博物館休館
〃つつじ荘・西部福祉センター休館

・休日当番医＝テレホンサービス

〃休日刷急歯科診扇日=休日散急歯科診鰯(市民会館内)9:Ⅱ~11;30
【毒市民図轆･而民体誠･冊の博鯉･つつじ旺・西蠅祉ｾﾝﾀー 休鬮

”国既金保険料糊躯=口座攝苔日・休日当番医=ﾃﾚﾎﾝｻー ピｽ

〃市民図曾館‘市民体育館･鳥の鋤随･つつじ荘･西剛福祉ｾﾝﾀー 休随

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

〃アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～16:00

－健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

画税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

－酒害相談＝保健センター13:30～15:00

・少年の日

画市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当舂戻＝テレホンサービス

”休日鱸歯科認日=休日鱸歯科謝輌(而飴鋤)9:Ⅱ~11:30
〃結婚相談=寿市民ｾﾝﾀー 10:00~14:00画家庭の日

画消壷生活相談＝市民相談室10:00～15:00

童心配ごと相談=寿市民センター9:00~15:00画市民図誰縦
彦鳥の博物鴎･つつじ荘・西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9時から先着10名程度

｢はり絵｣コンテスト

ドレスデン室内
オーケストラコンサート

赤十字｢救急法･家庭看護法」
講 習会




